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5の花と風薫る郷から・

高森 |こ春を告げる恒例の新酒とふるさとの味まつ

りが、今年も盛大|こ行われました。会場となつた

高森駅公園広場では、各地からふるさとの味を求

めて訪れた約3000人の人で |こ ぎわいました。(10ベ

ージ|こ関連記事掲載)
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痛■ もリ
堆:宅の要援護老人の現状と将来の推計
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人□の動き
(3月 1日現在)

世帯数 2,525(-6)
男  3,912(-9)
女  4,270(-5)

総 数 8,182(-14)

=
本
町
の
高
齢
者
人
口

は
、
県
の
推
計
に
よ
る

と
、
平
成
十
二
年
に
は

総
人
口
の
二
八

・
六
％

に
な
り
、
全
国
や
県
に

比
べ
三
倍
近
く
に
達
し
、

阿
蘇
圏
域
よ
り
も
高
く

な
る
事
が
見
込
ま
れ
ま

ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
内
、
な
ん
ら
か

の
介
護
や
手
助
け
が
必
要
な
在
宅
の
要
援

護
老
人
が
八
十
人
に
達
し
、
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
社
会
を
乗
り
越
え
て

い
く
に
は
、
行
政
や
施
設

・
医
療
機
関
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
町
民

・
団
体
等
が

一
体
と
な

っ
て
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
、
考
え
支
え
て
い
く

●

事
が
必
要
で
す
。

●

編

集

後

記

▼
△フ
月
号
か
ら
わ
Ｌ
Ｔレ
イ
ア
ウ
ト

を
少
し
変
え
る
と
共
に
、
紙
質
を

再
生
紙
に
変
更
し
敲
し
た
。
ま
た
＼

表
紙
の
カ
ラ
ー
を
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
し
て
白
黒
に
し
＼
全
面
を
二

色
に
し
訳
し
た
。
表
紙
に
は
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
フ
ダ
ー
を
印

刷
。
こ
こ
だ
け
を
カ
ラ
ー
に
し
讀

し
た
。
い
か
が
で
し
よ
う
が
？
最

後
の
ぺ
―
ジ
は
、
本
町
だ
け
で
な

く
全
国
的
に
迫
り
つ
つ
あ
る
、
高

齢
他
社
会
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
要
望
、
□
―
カ
ル
性

に
富
ん
だ
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
何
で
も
結
構
で
す
。
広
報

係
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。
▼
広

報
を
担
当
し
て
二
年
九
カ
月
。
私

も

「広
報
た
か
も
り
」
の
編
集
づ

△フ
周
号
で
最
後
に
な
り
志
し
た
。

こ
の
間
＼た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
で

と
出
会
い
、
取
材
な
ど
を
通
じ
て

い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

さ
訣
し
た
。
考
え
て
い
る
こ
と
を

文
章
で
表
現
す
る
こ
と
の
む
ず
ガ

し
さ
な
ど
、
地
強
の
繰
り
返
し
で

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
＼
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

年  区  分 平成 4年 平成 8年 平成12年

総  人  口 7,849 7,387 6,967

高 齢 者 数
1,613

(20.6%)
1,828

(24.7%)
1,991

(28.6%)

要援護老人数 65 75 80

17 21 22

13 15 16

24 30

11 11 12

おめで

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉荒牧アヤ子、古澤 う酋、

松尾敏彦、阿南捷光、田上峯一、住吉

寿良、杉永健次郎

〈一般寄付〉高森町労働者福祉協議会

■広報送付寄付

後藤保廣、後藤修至、古後若峡 (福岡

県中間市)、 田上誠二 (埼玉県飯能市)
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お 知 ら せ

平成 6年度の予算が決ま りました。一般

会計予算は53億9000万円で、平成 5年度当

初予算に比較 して18.2%の 増 となっていま

す。

増額の主な内容は、温泉館建設、統合小

学校建築、道路整備事業、旭A団地住宅建

設などで、特別会計 と合わせると71億 5668

万 3千 円が町の台所を賄 うお金です。

暮らし

靴

の
収

納

と

ゲ
タ
箱
の
掃
除

靴
は
湿
気
を
嫌
い
ま
す
。
特
に

革
製
の
靴
は
、
湿
気
が
多
い
と
カ

ビ
が
は
え
ま
す
の
で
、
ゲ
タ
箱
の

湿
気
に
は
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
梅
雨
時
は

要
注
意
。

靴
は
脱
い
で
す
ぐ
ゲ
タ
箱
に
入

れ
ず
、
ぬ
く
も
り
を
冷
ま
し
て
、

湿
気
を
と

っ
て
か
ら
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
雨
の
中
を
歩

い

た
靴
は
、
乾
い
た
布
で
水
気
を
ふ

き
と
り
、
靴
の
中
に
新
間
紙
を
丸

め
て
入
れ
て
お
く
と
湿
気
が
よ
く

と
れ
ま
す
。

靴
の
収
納
で
や

っ
か
い
な
の
は
、

靴
に
よ

っ
て
サ
イ
ズ
や
デ
ザ
イ
ン

が
ま
ち
ま
ち
で
、
ゲ
タ
箱
に
す

っ

き
り
と
納
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

仕
切
り
板
を
調
整
で
き
る
も
の

に
す
る
と
、
靴
の
高
さ
別
に
収
納

で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ゲ
タ
箱

に
パ
イ
プ
を
と
り

つ
け
、
こ
れ
に

ゲ
タ
箱
の
掃
除
は
、
年
に
三
、

四
回
、
天
気
の
い
い
日
に
中
の
履

物
を
全
部
外
に
出
し
て
丁
寧
に
掃

除
し
ま
し
よ
う
。

ま
ず
、
ゲ
タ
箱
の
戸
と
仕
切
り

板
を
外
し
ま
す
。
掃
除
機
で
は
こ

り
や
ゴ
ミ
を
吸
い
取
り
、
住
宅
用

ら
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
防
止
す
る
た
め

に
殺
虫
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
、
ゲ

タ
箱
の
掃
除
は
完
了
で
す
。

な
お
、
靴
を
入
れ
る
前
に
、
仕

切
り
板
の
上
に
新
聞
紙
を
二
、
三

枚
重
ね
て
敷
い
て
お
き
ま
し
よ
う
。

ゲ
タ
箱
の
中
の
汚
れ
を
か
な
り
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
次
回
、

掃
除
を
す
る
際
に
も
楽
で
す
。

黙んる

中

　

・
祭

議会で予算説明をする今村町長
場矢

津
田
　
博
　
文
　
さ

ん

囲
・■

一

画
温
泉
館
建
設
　
國
統
合
小
学
校
建
築
　
舅
旭
Ａ
団
地
住
宅
建
設
　
蜃
公
園
整
備

躍
進
す
る
郷
を
目
指
し
て

今
村
町
長
は
、
今
年
度
の
施
策

方
針
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
ベ

ま
し
た
。

今
後
、
急
速
に
進
展
す
る
人
口

の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け
る

わ
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
、
今

後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
財

政
が
弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
確
保

し
つ
つ
、
公
債
残
高
が
累
積
し
な

い
よ
う
な
財
政
体
質
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
基
本
的
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

他
方
、
わ
が
国
経
済
は
循
環
的

な
要
因
や
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
の
影

響
な
ど
か
ら
低
迷
が
続
い
て
お
り
、

今
後
、
こ
れ
を
平
成
六
年
度
中
の

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
本
格
的

な
回
復
軌
道
に
乗
せ
、
平
成
七
年

度
以
降
の
安
定
成
長
を
確
実
な
も

の
と
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
運
営

の
基
本
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、

平
成
六
年
度
当
初
予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り

経
費
の
節
約
合
理
化

平
成
六
年
度
の
町
財
政
は
、
必

要
な

一
般
財
源
は
そ
れ
な
り
に
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
な
ど

と
同
様
厳
し
い
税
収
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
町
税
に
お
い
て

は
町
民
税
、
法
人
税
の
伸
び
が
五

年
度
決
算
予
定
額
に
対
し
て
、　
マ

イ
ナ
ス
の
予
想
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
歳
入
の
う
ち
最
大
項
目

と
な

っ
て
お
り
ま
す
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
交
付
税
特
別
会
計

か
ら
の
借
入
に
よ

っ
て
、
昨
年
度

と
同
程
度
と
な
り
ま
し
た
が
、
総

じ
て
〇

・
四
苦
増
の
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
の
予
算
は
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
歳
入
面
で
は

町
税
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の

自
主
財
源
の
確
保
、
町
債
及
び
基

金
の
有
効
適
切
な
活
用
等
に
心
が

け
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
の
推

進
を
図
り
経
費
の
節
約
合
理
化
に

心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
各
種
の
重
点
施

策
を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
推

進
す
べ
く
予
算
の
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

十
一
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

温
泉
館
建
設

ま
ず
、
公
共
事
業
関
係
で
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
永
年
の
夢
で
あ

っ
た
温
泉
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
二
月
十
七
日
に
着
上
の

運
び
と
な
り
、
十

一
月
初
旬
頃
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
観
光
福
祉
型

の
本
格
的
な
温
泉
館
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
冠
た
る
阿
蘇
を
擁
し
、

そ
の
風
光
明
媚
の
景
勝
地
に
た
た

ず
む
館
は
町
民
の
憩

い
の
場
で
あ

り
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
と

一
体

と
な

っ
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
ゾ
ー
ン
の
核
と
な
る
よ
う
そ
の

整
備
充
実
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
道
路
整
備
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
や
さ
し
い
道
路
網
を

体
系
的
に
整
備
す
る
よ
う
に
計
画

し
ま
す
。
本
年
は
、
町
道
色
見
環

状
線
外
十
四
路
線
の
改
良
舗
装
、

永
野
原
～
下
切
線
外
八
路
線
の
維

持
補
修
及
び
中
山
川
な
ど
の
河
川

維
持
費
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
町
づ
く
り
市
町
村
道
整

備
モ
デ
ル
事
業
と
な
る
大
戸
の
口
～

扇
風
機
と
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が

一
役

ブ
ー
ツ
を

ハ
サ
ミ
で
つ
る
せ
ば
短

靴
と
区
別
で
き
、
収
納
も
す

つ
き

り
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
の
靴
を
ほ
か
の
所
に
保
管
し
て

お
く
な
ど
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
、
ゲ
タ
箱
を
広
く
つ
か
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

の
洗
剤
を
薄
め
た
も
の
で
内
側
と

外
側
を
ふ
き
、
そ
の
あ
と
水
ぶ
き

を
。
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
、

風
を
通
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾

き
が
悪
い
よ
う
で
し
た
ら
、
扇
風

機
や

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
う
の

が
お
勧
め
で
す
。
十
分
に
乾
い
た

●   ●

●   ●

☆ 仕事は楽しいですか

阿蘇南畜協に採用されて 1年余 りが経

ちましたが、皆様のお陰で楽しく仕事を

やっています。

☆今、何 を望 み ますか

正直で、いつも笑顔で、誰からも今の

仕事について信頼される人間になりたい。

☆どんな町 |こな つてほしいです か

若い者が、地元に残 りたいと思えるよ

うな町になってほしい。
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５
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８
⑦
２
３
３
３

一　
５
月
８
日
　
立
　
野
　
病
　
院

一　
　
　
　
　
　
８
③
０
１
１
１

一　
※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

一　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

一　
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

躍
陣
Ｉ
Ю
賤
彫
ド

日

４
月
‐０
日
　
後

４
月
１７
日
　
立

４

月

２４

日

ユＨＩＩ

餃́

午

午

2B゛

野■・藤
霊
③
０
１
１
１

み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

４

月

２９

日

５

月

１

日

５

月

３

日

藤
な 雷

⑦
２

本⑦
０

医
　
院

∩
）
ｏ
Ｏ

（Ｕ

∩
）
つ
ん
（
υ

0
病 0医

診療 は
1

院 9

プロフィール

■勤務先

■趣  1来

■血液型

阿蘇南畜産農業協同組合

ドライブ、スポーツ

お とな しい性格のO型

日 ■

交通事故

ご相言〕鮭

●電話のこ相談もお受けします

室09∈364-2400(直通)

相談日 :月躍から金曜午前9時半～12時

午後4時～4時40分 (祝祭日を除く)

◎専門の相談員が現身|こ なつてご相談に応じます

0弁護士相談日
‐
5週水擢日午後1時～4時

社団法人 日本損害保険協会

熊本自動車保険請求相談センター
に本||.九 品

11226 111海
|ヒ ル5晰 {「 li交通●すじむ

'11'本
調査事務所|・、 8¨ 3635■ |

日キから
院  時まで
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お 知 ら せ

専
門
相
談
員
に
よ
る
年
金
相
談

所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
４
月
２７
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室通

信

制

生

徒

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

で
は
、
勤
労
者
や
主
婦
、
身
障
者
、

専
門
学
校
生
徒
等
だ
れ
で
も
学
習

で
き
る
通
信
制
高
等
学
校
と
し
て
、

通
信
制
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
、
学
力
、
国
籍
な
ど

一
切
間

い
ま
せ
ん
。
３
年
間
で
卒
業
可
能

で
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送
を
利
用
し
て
、
学
胃

は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
ま

す
。

①
放
送
授
業
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

で
聴
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
で

き
ま
す
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
、
添
削

指
導
を
受
け
ま
す
。

③
月
平
均
２
回
の
日
曜
ス
ク
ー
リ

ン
グ
に
出
席
し
て
、
直
接
指
導

を
受
け
ま
す
。

④
年
３
回
試
験
を
受
け
る
。

■
募
集
期
間
／
３
月
１５
日
か
ら
４

月

２０

日
詳
し
く
は
、
東
海
大
学
付
属
望

星
高
等
学
校

（
８
０
９
６

・
３
８

３

・
７
３
３
０
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
要
領
で
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
学
習
方
法
／
テ
キ
ス
ト
に
よ
る

自
己
学
習

（く
ら
し
と
消
費
者
、

く
ら
し
と
契
約
、
食
生
活
、
衣
生

活
、
住
生
活
、
地
球

。
環
境
問
題
、

相
談
事
例
等
を
４
分
野
に
構
成
し

た
も
の
を
７
月
、
９
月
、
Ｈ
月
、

１
月
に
送
付
）

■
募
集
期
間
／
平
成
６
年
６
月
２０

日
ま
で

■
申
し
込
み
方
法
及
び
申
し
込
み

先
／
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
千
五
百
円
分
の
切
手

（４

回
分
の
送
料
代
）
を
添
え
て

〒
８
６
０
　
熊
本
市
水
道
町
１４
１

１５
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ヘ
送
付
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー

（０
９
６

・
３
５
４

・
４
８
３

５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 集

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

技

術

講

習

会

県
で
は
、
働
き
た
い
女
性
の
た

め
に
、
就
業
に
必
要
な
技
術
の
修

得
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
講
資
格
／
受
講
後
、
就
業
を

希
望
す
る
女
性
で
、
全
日
出
席
で

き
る
方

■
受
講
料
／
無
料

（た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担
）

■
科
　
目
／
老
人
介
護

■
期
　
間
／
５
月
２５
日
か
ら
７
月

１３
日
ま
で
の
月

・
水

・
金
曜
日
。

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時

（１
日

５
時
間
）
ま
で

■
定
　
員
／
２０
名

■
申
し
込
み
受
付
け
／
４
月
１８
日

（月
）

・
１９
日

（火
）
の
午
前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
熊
本
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
３
階
、
熊
本

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

（
８
０
９

６

・
３
５
４

・
２
３
０
１
）
で
行

い
ま
す
。

お
早
め
に
‥

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
様
、
自

動
車
税
の
納
期
限
は
ご
存
じ
で
す

か
？自

動
車
税
の
納
期
は
５
月
３１
日

で
す
。

５
月
の
は
じ
め
に
は
、納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
届
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
、

農
協
等
の
金
融
機
関
の
窓

口
で
、

５
月
３１
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
の
話
と
お
考
え
の

方
、
時
間
が
経

つ
の
は
早
い
も
の
。

つ
い
う

つ
か
り
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
納
税
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
自
動

車
税
は
、
学
校
教
育
や
道
路
建
設

を
は
じ
め
、
県
民
の

一
人
ひ
と
り

が
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
の
豊
か
な

生
活
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
県

が
推
進
し
て
い
る
様
々
な
施
策
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

自
動
車
税
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
相
談
は
、
阿
蘇
事
務
所
税
務
課

（
８
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１

１
）
ま
で
。

●   ●

●   ●

本
河
原
線
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

舗
装
率
は
七
〇

・
六
七
絆
、
改
良

率
は
三
九

・
三
著
に
な
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

更
に
住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、

旭
Ａ
団
地
の
立
て
替
え
事
業
を
本

格
的
に
行
い
ま
す
。
本
建
築
に
は

熊
本
ホ
ー
プ
型
を
取
り
入
れ
て

一

種
木
造
三
階
建
六
戸
、
二
種
木
造

三
階
建
二
戸
、
二
種
木
造
平
屋
建

二
戸
の
計
十
戸
を
建
設
い
た
し
ま

す
。足

腰
の
強
い
農
業
振
興
を

図
る
こ
と
が
当
面
の
課
題

次
に
農
業
関
係
に
つ
い
て
中
し

上
げ
ま
す
。

わ
が
国
の
農
業
を
と
り
ま
く
国

際
的
な
経
済
環
境
は
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
末
の

ウ
ル
グ
ァ
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
で
、

米
の

一
部
輸
入
化
が
認
め
ら
れ
日

本
の
文
化
を
形
成
し
て
き
た
二
千

年
の
米
の
歴
史
は
大
き
く
塗
り
替

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
食
糧
需
給
は
も
と
よ
り

国
土
の
保
全
、
環
境
の
保
全
か
ら

も
米
は
大
変
重
要
な
部
門
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
産
地
間
競

争
に
打
ち
勝

つ
足
腰
の
強
い
農
業

振
興
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
当
面

の
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

に
展
望
の
持
て
る
農
業
に
育

つ
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
畜
産
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「南
阿
蘇
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
、
受
精
卵
移
植
な
ど
赤

牛
の
品
質
向
上
や
優
良
家
畜
の
生

産
体
制
の
強
化
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

更
に
野
菜
、
花
き
に
つ
い
て
も

需
要
に
対
応
し
た
生
産
性
の
高
い

良
品
質
生
産
を
奨
励
し
、

ハ
ウ
ス

施
設
導
入
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま

す
。一

方
、
昨
年
の
冷
夏
、
長
雨
、

台
風
に
よ
る
農
作
物
被
害
農
家
救

済
の
た
め
の
、
災
害
経
営
維
持
資

金
利
子
補
給
を
行
う
と
と
も
に
、

主
要
作
物
の
種
子
代
助
成
も
行
い

ま
す
。

ま
た
、
自
然
的
、
経
済
的
に
不

利
な
条
件
下
に
置
か
れ
た
若
者
を

中
心
と
し
た
、
人
口
の
減
少
及
び

高
齢
化
の
進
行
、
農
林
業
の
生
産

活
動
の
停
滞
等
に
よ
り
健
全
な
地

域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
で
、

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
中

山
間
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
、
地
域
の
特
質
を
生
か
し
た
農

林
業
の
振
興
、
集
落
機
能
の
再
編

強
化
、
農
林
地
の
適
切
な
利
用
管

理
を
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

木
材
の
需
要
拡
大
を
図
り
、

高
森
材
の
プ
ラ
ン
ド
化
を

林
業
生
産
基
盤
の
設
備
に
つ
い

て
は
、
林
道
、
作
業
道
の
整
備
を

進
め
、
産
地
形
成
型
林
業
構
造
改

善
事
業
を
実
施
し
、
併
せ
て
広
域

基
幹
林
道

「阿
蘇
東
部
線
」
の
早

期
着
工
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
需
要
拡
大
を
図

り
、
高
森
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

め
南
郷
桧
造
林
者
に
対
し
、
苗
木

代
の

一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。
更

に
、
森
林
組
合
土
場
に
お
け
る
木

材
は
い
積
手
数
料
の
助
成
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
遊
具
施
設
や
周

辺
環
境
整
備
を
行
い
。
ふ
れ
あ
い

交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
本
年
七
月

一

日
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て
は
、

観
光
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
受

け
入
れ
態
勢
を

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
に
わ
た

っ
て
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
ず
、
「九
十
九
曲
り
高
森
自
然

公
園
」
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
森

峠
三
合
目
の
公
衆
ト
イ
レ
の
再
整

備
を
は
じ
め
、
水
飲
み
場
、
駐
車

場
、
句
碑
の
散
歩
道
な
ど
の
基
盤

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。更

に
、
環
境
林
整
備
事
業
に
よ

り
雑
木
伐
採
、
草
刈
り
整
地
を
行

い
野
鳥
の
森
、
紅
葉
の
森
な
ど
野

外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
　
の

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
余
暇
活
動

阿蘇五岳が眺望できる地に建設が進む温泉館

自
動
吉~守~

税
は

相 談

を,
」ヒ

年

募 集

募 集

通消

情 菅
離3.ロ
_…左=四匹

」^

生活

限 りある大切な資源である 11地
|

は、果たして有効に使われている |

土地をみんなで活か して 11手 に |

利用することは、「ゆたかさ多彩が |

実感できるくまもと」への第一歩
|

土地基本法でさだめられている |

土地についての基本理念は、土地 |

についての公共の福祉優先、適正
 |

利用及び計画に沿った利用、投機 |

的 |:地 取引の抑制、価値の増加 に |

伴 う利益に応 じた適切な (社会ヘ

の)負担、といったことです。こ

れ らのことをこの機会に、 日常生

活の中でも考えてみましょう。

また、 一定面積以上の土地取引

の前には県矢11事への届出が義務付

けられてお り、適正な価格である

か、適正な利用であるかなどが審

査されます。土地取引を行 う際に

は、国や県が実施する地価公示・

地価調査をご活用ください。

4/15日 (金 )4/25日 (月 )5/16日 (月 )時間9時～15時役場の支払 日
(14)



と
あ
わ
せ
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高
森

駅
前
公
園
の

一
角
に
野
外
ス
テ
ー

ジ
を
建
設
し
、
観
光
客
と
交
流
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
整
備
し
ま

す
。「ふ

れ
あ
い
ア
ン
ド
ヘ
ル
プ

事
業
」
を
推
進

２１
世
紀
に
突
入
し
た
際
の
福
祉

面
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
高

齢
の
要
援
護
老
人
に
対
す
る
充
実

し
た
老
人
行
政
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
は
自
分
の
生

ま
れ
育

っ
た
地
域
で
安
心
し
て
老

後
を
送
る
こ
と
が
最
高
の
喜
び
で

あ
り
ま
す
。

本
町
に
は
特
別
養
護

場
老
人
ホ
ー
ム
「梅
香
苑
」

ン
が
あ
り
、
在
宅
福
祉
サ

持
―
ビ
ス
の
拠
点
と
も
な

哺
　
っ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、

澳
併
設
し
て
い
る
デ
イ
。

進

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

動

拡
充
や
在
宅
介
護
支
援

拒
セ
ン
タ
ー
の
増
設
が
図

輌

ら
れ
る
た
め
、
そ
の
建

冽

築
予
算
の

一
部
を
助
成

・プ

す
る
こ
と
に
い
た
し
て

財
お
り
ま
す
の
で
、
老
人

７

福
祉
対
策

へ
の
ご
理
解

を
も

つ
て
特
別
の
お
願

い
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
長
寿
社
会
に
対
応
し
、

一
人
暮
ら
し
老
人
や
病
弱
老
人
を

訪
問
す
る
、
高
森
老
人
ク
ラ
ブ
に

よ
る

「ふ
れ
あ
い
ア
ン
ド

ヘ
ル
プ

事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

一
名

の
増
員
を
計
画
し
、
地
域
福
祉
の

充
実
化
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
更
に
、
児
童
福
祉
対
策
、

障
害
者
等
対
策
に
も
十
分
配
慮
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
指
し

検
診
体
制
を
強
化

次
に
保
健
衛
生
に
つ
い
て
中
し

上
げ
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
は
、
個
々
人
の
幸

せ
は
も
と
よ
り
社
会
生
活
に
と

っ

て
も
医
療
負
担
の
軽
減
、
年
金
や

社
会
福
祉
政
策
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
ま
す
し
、
健
康
で
豊
か

な
長
寿
福
祉
国
家
に
向
け
て
着
実

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ガ
ン
の
早
期
発
見

を
目
指
し
、
検
診
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、

健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
生

活
習
慣
の
改
善
指
導
や
訪
問
指
導

な
ど
の
事
後
指
導
を
徹
底
し
た
保

健
婦
に
よ
る
活
動
で
充
実
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

ま
た
、　
一
般
廃
棄
物
対
策
と
し

て
、
不
法
投
棄
防
止
策
の
た
め
の

「ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
の
策
定

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

森
林
文
化
村
構
想
の
基
本
計

画
に
着
手

企
画
開
発
関
係
に
つ
い
て
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
森
林
文
化
村
を
創
出

す
る
た
め
、
南
阿
蘇
多
々
野
原
高

原
森
林
文
化
村
構
想
の
基
本
計
画

に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
構
想
は
、
大
自
然
の
中
で

の
学
習
体
験
、
研
修
体
験
、
生
活

体
験
、
農
作
業
体
験
な
ど
自
然
と

の
共
生
を
目
指
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
発
表
の
場
と
し
て
の
機

能
を
備
え
持

つ
、
総
合
的
施
設
整

備
事
業
の
カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

を
、
将
来
町
中
心
部
に
建
設
す
る

構
想
で
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
愛
称
募
集
を
行
い
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
こ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
町
産
物
の

商
品
化
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
四
月
開
校
に
向
け

統
合
小
学
校
を
建
築
　
　
　
・

学
校
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
に
基
礎
的
な
知
識
や
技
能

を
身
に
付
け
さ
せ
、
自
ら
考
え
、

指
雛
を
童
と
と
も
に
興
じ
け
り

梅
咲
け
ば
逢
は
む
と
言
ひ
し
友
は
亡
く

旧
正
や
あ
て
な
き
客
の
豆
を
煮
る

補
聴
器
に
ま
ろ
び
込
み
た
る
初
音
か
な

此
の
山
も
む
か
し
野
焼
を
し
た
処

雛
飾
る
待
合
室
の
な
ご
や
ぎ
て

生
き
て
い
る
幸
せ
春
は
す
ぐ
そ
こ
に

物
売
の
声
目
覚
む
れ
ば
春
の
雨

阿
蘇
五
岳
涅
槃
の
す
が
た
気
高
け
り

下
崩
の
土
踏
む
足
の
心
地
良
さ

正
し
く
判
断
し
、
行
動
す

る
力
の
育
成
と
豊
か
な
心

の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
学
校
週
五
日
制
の
趣

．

旨
を
生
か
し
た
、
ゆ
と
り

あ
る
教
育
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

統
合
小
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
の
四
月
開

校
を
目
指
し
校
舎
、
体
育

館
、
教
職
員
住
宅
な
ど
の

整
備
充
実
化
に
努
め
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
町
議
員

Ａ

●

無
理
難
題
　
い
ん
ま
連
立
つ
ん
く
や
す

結
婚
し
ま
す
　
一
行
書
い
て
出
て
言

っ
た

結
婚
し
ま
す
　
シ
ヤ
ン
シ
ヤ
ン
馬
に
乗
り
た
か
つ

火
鉢
囲
う
で
　
話
題
は
地
球
か
け
め
ぐ
る

見
た
ら
駄
目
　
晰
賜
も
寝
と
る
支
那
料
理

結
婚
し
ま
す
　
育
て
た
親
は
や
る
せ
無
ア

腕
だ
め
し
　
患
者
は
ま
る
で
モ
ル
モ
ッ
ト

腕
だ
め
し
　
画
壇
に
風
の
立
て
ば
良
え

不
作
　
飲
ま
し
た
時
の
子
ば

っ
か
り

無
理
難
題
　
死
ね
て
言
い
よ
る
親
会
社 を

派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
米
国
モ

ン
タ
ナ
州
と
の
文
化
の
交
流
を
図
　
に

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
か
な
個
性
あ
る
文
化
を
個
人
か

ら
、
地
域
か
ら
、
さ
ら
に
町
レ
ベ

ル
で
発
信
す
る
気
運
が
高
ま

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
化
の
発
信
を
通

じ
て
、個
性
あ
る
文
化
が
出
会
い
、

相
互
に
受
信
し
、
影
響
を
与
え
な

が
ら
新
た
な
文
化
創
造
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
大
阿
蘇
絵
画
展
や
町
民

文
化
祭
な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

熊
川
　
豊
泉

渡
辺
　
雲
海

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

草
村
い
と
ひ

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

長
友
た

つ
子

野
尻
　
美
穂
　
０

野
尻
　
里
女

⑤◎①③

●●

題「えんぴつ立て」

年長組

かい ひろき くん

本田きみよ先生がら…卒園を前 |こ粘上を使
つて、えんぴつ立てを作りました。3人気
の恐竜を自分で工夫して伸々と表現できて
います。机の上がら励まして<れるでしよ

題「えんぴつ立て」

年長組

いいづか わたる くん

Ш村康子先生がら…紙粘上が気|こ いつたよ
うで、モクモクとのばしたり、丸めたり、
くつつけたりと、と|こ がく楽し<していた
のビ[□象的でした。すてきなえんぴつ立て
び出来上がりました。

●
肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

改良により広 くなった色見環状線 (高森幼稚園横)

1,F

句

■ 0

ヽ
:ホ

高 森 保 育 園



人
権
作
文

「地
鳴
」
か
ら

ぼ
く
は
、
「正
信
君
を
犯
人
に
し

た
の
は
誰
か
」
を
勉
強
し
て
、
と

つ
て
も
よ
か

つ
た
で
す
。

は
じ
め
て
本
を
読
ん
だ
と
き
は
、

け
い
さ

つ
や
近
所
の
人
た
ち
が
、

さ
べ
つ
を
し
た
ら
い
か
ん
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。

先
生
と
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
、

自
分
は
ど
う
な
の
か
、
さ
べ
つ
を

し
て
い
な
い
か
と
、
自
分
の
心
に

た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。
自
分
が
よ

く
思

っ
て
い
な
か

っ
た
け
ん
た
君

に
手
紙
を
書
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
ふ

く
を
き
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
な

く
、
さ
わ
り
た
く
な
い
、
よ
り
た

く
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
け

ん
た
君
の
こ
と
を
、
ぼ
く
が
思

っ

て
い
た
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
、

ほ
か
の
み
ん
な
も
出
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
し
ん
け
ん
に
考
え
ま

し
た
。
意
見
の
中
に

「け
ん
た
君

は
、
い
つ
も
な
ぜ
同
じ
よ
う
ふ
く

を
き
て
い
る
の
で
す
か
」
と
い
ぅ

意
見
が
で
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
同

じ
意
見
で
し
た
。
「気
に
入

っ
た
よ

う
ふ
く
だ
か
ら
同
じ
よ
う
ふ
く
が

き
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は

「あ
―
、
同
じ
よ
う
ふ

く
が
き
た
か

つ
た
か
ら
か
―
」
と

思
い
ま
し
た
。
「な
ぜ
太
郎
君
に
い

や
な
こ
と
を
す
る
の
」
と
い
う
意

見
も
出
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
け

ん
た
君
は
、
「太
郎
君
と
遊
び
た
か

つ
た
か
ら
で
す
」
と
い
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
ぼ
く
は
、
こ
う
思
い
ま
し

た
。
（あ
あ
、
け
ん
た
君
は
、
遊
ぶ

人
が
い
な
か

っ
た
か
ら
太
郎
君
た

ち
と
遊
び
た
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
。

た
ぶ
ん
さ
び
し
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
）

と
。け

ん
た
君
の
気
持
ち
を
き
い
た

り
、
先
生
や
他
の
み
ん
な
と
話
合

っ
て
勉
強
し
た
り
し
て
い
く
う
ち

に
、
や

っ
と
け
ん
た
君
の
気
持
ち

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み

ん
な
同
じ
人
間
な
の
に
、
け
ん
た

君
だ
け
同
じ
人
間
に
み
て
な
か

っ

た
の
で
悪
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
あ

っ
て
か
ら
四
、

五
年
は
と

っ
て
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
も

つ
と
も

つ
と
よ
い
ク
ラ

ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

を
納
め
た
人
が
年
の
途
中
で
資

格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
そ
の

後
の
月
分
の
保
険
料
は
返
還
し

ま
す
。

０
保
険
料
の
納
付
方
式
に
つ
い

て

①
現
金
納
付

農
協
の
窓

口
等
で
現
金
に
よ

り
納
付
す
る
方
式
で
す
。

②
口
座
振
替
納
付

被
保
険
者
の
貯
金
口
座
か
ら

振
り
替
え
て
納
付
す
る
方
式
で
、

農
協
系
統
組
織
の
自
動
決
済
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
自
動
口
座
振
替

納
付
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法

を
利
用
す
れ
ば
、
口
座
か
ら
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で

迅
速
で
確
実
な
保
険
料
の
支
払

い
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
フ
ラ
ッ
ド

ヘ

ッ
ド
郡

（含
カ
リ
ス
ペ
ル
市
）

の
抱
え
て
い
る
問
題
に
触
れ
よ

う
と
思
う
。

以
前
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
地

区
は
、
地
理
的
に
は
阿
蘇
に
似

て
い
る
し
、
規
模
的
に
は
阿
蘇

郡
程
度
と
思

っ
て
よ
い
。

車
で
二
十
分
も
行
け
ば
グ
レ

シ
ャ
ー
国
立
公
園
に
も
行
け
る

し
、
米
国
が
危
険
だ
と
言

っ
て

も
こ
こ
で
は
、
留
守
を
す
る
際

も
鍵
を
か
け
る
必
要
は
な
い
と

言

っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
絶
好
の
条
件

が
近
年
治
安
の
不
安
定
な
地
域

か
ら
移
住
す
る
人
を
増
や
し
、

諸
々
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

第

一
に
、
急
激
な
人
口
増
加

が
引
き
金
と
な
り
、
無
秩
序
な

土
地
利
用

（住
宅

。
商
業
地

・

工
場
等
の
乱
立
）
に
よ
る
環
境

破
壊
問
題

（自
然
資
源
の
減
少

と
汚
染

・
野
生
動
物
生
息
地
の

減
少
等
）
。

「正
信
君
を
犯
人
に
し
た
の
は

誰
か
」
を
勉
強
し
て

上色見小学校 5年

後藤 勇樹 くん

農
業
委
員
会
だ
よ
り

０
０
０
０

私
た
ち
の

制
服
が
か
わ
り
ま
す警察官、交通巡視員の制服が

全国一斉に切り替えられます

農
業
者
年
金
三
回
目
の
今
回

は
、
加
入
し
た
後
納
め
る
保
険

料
の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。

０
保
険
料
の
種
類
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
保

険
に
加
入
し
よ
う

と
も
加
入
し
た
限

り
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
農
業

者
年
金
の
保
険
料

に
は
、
通
常
保
険

料
と
特
定
保
険
料

の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。

若
い
農
業
者
の

特
典
と
し
て
、
特

定
保
険
料
の
制
度

が
あ
り
、
三
十
五

歳
未
満
の
加
入
者
す
べ
て
に
三

割
引
き
の
保
険
料
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

こ
の
た
め
、
掛
金
と
給
付
の

関
係
を
考
え
る
と
、
若
い
う
ち

に
加
入
す
れ
ば
断
然
有
利
に
な

る
仕
組
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

②
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い

て
①
普
通
納
付

以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
前
納
納
付

前
納
納
付
は
、
翌
年
の

一
年

分
を
前
年
の
十

一
月
末
日
ま
で

に
納
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
、
年
五

・
五
％

の
利
率
に
よ
る
複
利
原
価
法
に

よ
り
割
り
引
か
れ
、
普
通
納
付

の
場
合
よ
り
割
安
と
な

っ
て
お

●   ●

●   ●

(9)

モ
ン
タ
ナ
便
リ
　
　
　
ロ
ロ
扁
オ
降
当
日

人
口
増
加
に
よ
る
諸
問
題
が
増
加

後

藤

正

三

第
二
に
、
交
通
量
の
増
加
に

よ
る
渋
滞
と
交
通
事
故
の
増
加
。

第
三
に
、
土
地
の
高
騰
。
こ

の
問
題
が
地
域
住
民
に
と

つ
て

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
特
に
カ

リ
フ
オ
ル
ニ
ア
に
い
た
人
達
は

モ
ン
タ
ナ
州
民
に
比
べ
収
入
が

高
い
。
こ
の
人
達
が
、
こ
の
地

区
の
土
地
を
高
く
買
い
、
豪
邸

を
建
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
固
定
資

産
評
価
額
が
上
が
り
、
所
得
の

低
い
モ
ン
タ
ナ
人
は
固
定
資
産

税
が
払
え
な
く
な

っ
て
き
て
お

り
、
他
人

へ
譲
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
事
も
起
き
て
い

る
。そ

の
他
、
人
口
増
加
に
よ
る

公
共
施
設
不
足

（特
に
学
校
）
。

こ
の
地
区
で
は
以
前
は
な
か

っ

た
事
で
あ
る
が
、
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
か
ら
の
移
住
者
に
よ

っ
て

持
ち
込
ま
れ
た
ド
ラ
ッ
グ
等
の

治
安
問
題
が
徐
々
に
表
面
化
し

つ
つ
あ
る
。
（次
号

へ
続
く
）

|||

|||
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写 真 をご希 望 の 方 は

広 報係へ ご連絡 下 さ い

納 付 対 象 月 納 付 期 限

1月 、2月 、3月 分 その年の 4月 末 日まで

4月 、5月 、6月 分 その年の 7月 末 日まで

7月 、8月 、9月 分 その年の10月 末 日まで

10月 、11月 、12月 分 翌年 の 1月 末 日まで

い
０
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農
村
婦
人
を
対
象
と
し
た
講
演

会
が
二
月
八
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
師
の
小
国
町

木
魂
館
々
長
江
藤
訓
重
氏
が

『
地

域
農
業
の
活
性
化
に
お
け
る
女
性

の
役
割
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
講

演
。
「背
な
が
ら
の
生
活
を
繰
り
返

し
て
い
て
は
、
新
し
い
考
え
は
生

ま
れ
な
い
。
も

つ
と
外
に
目
を
向

け
、
人
と
の
付
き
合
い
の
中
か
ら

い
ろ
ん
な
情
報
を
得
な
さ
い
」
と
、

他
の
地
域
と
の
新
た
な
交
流
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。

町
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
や
町
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
が
、

２１
世
紀
に
向
け

て
の
生
き
方
を
考
え
、
農
村
女
性

が
積
極
的
に
地
域
社
会
や
経
営
に

参
画
し
活
力
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
を
図
ろ
う
と
催
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
の
農
家
か
ら

約
五
十
人
の
女
性
が
講
演
を
聞
き

に
訪
れ
、
メ
モ
を
と
る
な
ど
し
て

熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

口 の 田 田

農業活性化における女性の役割について講演

~｀
＼

平成6年度一般会計予算

県支出金

271,780

5.0%

お 由E
lEヨ
ロ′Iしヽヨリ||ロロ万円

収入 (歳入)

左
の
図
は
、
本
年
度
予
算
の
収
入

（歳
入
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
、
全
体
の
二
九

・
三
育
で
ト

ッ
プ
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
に
比
べ
四

・
四
苦
、
八
千
九
百
二
十
三
万
九
千
円
の
増
と
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
自
主
財
源
と
な
る
町
税
は
前
年
に
比
べ
三
千
三
百
十
九

万
六
千
円
増
の
、
四
億
六
千
三
百
七
十

一
万
四
千
円
の
収
人
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
統
合
小
学
校
建
設
な
ど
も
あ
り
、
国
や
県
が
町
の
事
業
に

一
部
を
補
助
す
る
支
出
金
は
、
九
億
二
千
六
百
七
十
二
万

一
千
円
で
前

年
よ
り
二
億
七
千
四
十
万
五
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●

お
も
な
使
い
み
ち

小
学
校
四
年
生
を
対
象
に
し
た

防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
二
月
二
日
、
阿
蘇
広
域
消

防
組
合
南
部
分
署
で
行
わ
れ
、
高

森
小
学
校
四
年
の
岩
下
紘
之
く
ん

が
み
ご
と
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

小
学
校
四
年
生
の
教
科
書
に
、

消
防
の
仕
事
が
出
て
く
る
の
と
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
て
啓
蒙
活
動
の

一
環
と
し
て
同

組
合
が
行

っ
た
も
の
で
、
管
内
の

金賞表彰を受ける岩下 くん

農村女性の役割について話が行われた講演会

老人クラブ介護教室

病人の気持ちを理解 して

看病することが大事
町老人クラブ連合会の特別事業による介護教室

が 3月 11日 、中央公民館に町内の各老人クラブか

ら52人 の会員が出席 して行われました。

午前中は、阿蘇保健所の梶原敦子さんによる『病

人の気持ちと介護者の心得』 と題 して行われた話

を聞きました。この中で、「介護を受ける人は、早

く元気にな りたいとい う気持ちが強いので、その

気持ちをわかって看病 して下さい」と、人の気持

ちを理解 して介護をするよ う話がありました。

午後からは、出席者も参加 してベ ッドの取扱い

方やシーツのかえ方、寝間着のかえ方などの介護

の実技指導が行われました。

●

●   ●

小
学
校
か
ら
三
十

一
校
、
六
百
十

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
本
町

か
ら
は
、
高
森
、
色
見
、
上
色
見

の
各
小
学
校
か
ら
六
十
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

▼
金
賞
　
岩
下
紘
之

（高
森
小
）

▼
銅
賞
　
穴
見
桂
子
、
下
田
泰
弘

（高
森
小
）
▼
努
力
賞
　
賀
来
奈
々

恵
、
桐
原
史
典

（高
森
小
）
、
安
万

揮

一
朗
（色
見
小
）
、徳
丸
恵
美
（上

色
見
小
）

防
火
ポ

ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー

ル
で

岩
下
紘

之
く
ん
（臨
森
い
）が

金
賞

社会福祉協議会負担金
… ・………・……………1,029

国保特別会計繰出金
……・……………… ・…5,967

在宅老人デイ・サー ビ
ス委託料 ……… 2,244
身体障害者福祉費
… … ………… ・ ― ・3,122

梅香苑介護支援セ ンタ
ー整備事業助成 2,687
児童手当・ …… 1,276

年金徴収委託料 … 114

衛生施設組合負担金
… ・……………………・1,580

合併処理浄化槽設置補
助 ……… ……… … 772

重度心身障害者 (児 )

医療助成 ………… 1,400

家庭奉仕員委託 1,211

給食サービス委託料
………… ・…………………140

老人ホーム負担金
・ …… ・………・…………842
老人ホーム措置費

……・………・ …… 22,435

敬老年金 ……… … 770

高森保育園措置 6,357
清掃組合負担金 6,630
基本健康診査委託料

各種ガン検診
結核検診 ……

議員報酬 ……… 4,278
広報印刷代 ……… 408

町有林造成事業  450
交通安全施設費 … 588

阿蘇広域事務組合負担
ζ≧| ‐ ・ … … ・ ・……1,030
地方バス路線維持補助
・ … … ………・……… ・595

地域づ くり対策事業費
…・ ・……………… ・…719

町税完納奨励金 …610

温泉開発事業費72,054

県議会議員一般選挙費
―・ ・…………………・…139

地籍調査費 …… 1,890

商工会助成 … ……500

自然公園公衆 トイ レ再
整備・ ……… ・2,000
風鎮祭助成 … ・ 150

環境林整備事業 3,800

句碑 の散歩道整備事業
一・ ・ ……・…………1,930

高森駅前野外 ステー ジ

建設 ……… … 1,700

観光協会助成 … 100

０
０

民
υ

′
Ｕ

その他

6.8%
,800

51 2
5.6%

町 税
462,714

8.6%) 歳 入

(単位 :千 円)国庫支出金
654,941

12.1%

地方交付税

2,111,013

39。2%

地方債

1,222,600

22.7%

8億 9,942万円 14億 3,663万円

1億6,575万 円

単
位

一
万
円

(11)

実技に見入る参加者のみなさん

(6)

/

民生■鶴織費
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田 田

…705万 円

1,504万
・
円

2,769万 円

■一般会計 ………………

■国民健康保険 …………

■老人保健 ………………

■簡易水道 ………………

■住宅新築資金等貸付金

53億9,000万 円 ■誘致工業用地取得及び

7億 126万円      用地造成事業

7億9,165万 円 ■鉄道経営対策事業基金 …

2億2,062万 円 ■農業用水供給事業 ………

338万 円  総予算 71億5,669万 円

町
内

外

か

ら

二
十

人

の
人
出

ふ
る

さ

と

の
味
党

に
舌

鼓

恒
例
と
な

っ
て
い
る
新
酒
と
ふ

る
さ
と
の
味
ま

つ
り
が
二
月
十
三

日
、高
森
駅
公
園
広
場
で
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
二
千
人
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町
観
光
協
会
が
高
森
の
冬
の
観

光
素
材
で
あ
る
寒
造
り
の
新
酒
と
、

ふ
る
さ
と
の
郷
土
料
理
や
食
の
店

そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
料
理
を
提
供
し

て
、
冬
の
魅
力
を
売
り
込
も
う
と

毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
今
年
で

六
年
目
。

ま

つ
り
会
場
で
は
、
樽
開
き
の

後
さ

っ
そ
く
蔵
出
し
の
新
酒
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
酒
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
市
販
さ
れ
て

お
ら
ず
、
年

一
回
行
わ
れ
る
味
ま

つ
り
で
し
か
味
わ
え
な
い
と
あ
り
、

衛生費
165,125

3.1%

商工費
165,748

3.1%
右
の
図
は
、
本
年
度
使
わ
れ
る
予
算
を
目
的
別
に
み
た
も
の
で
す
。

全
体
の
二
四

・
八
育
を
占
め
て
い
る
総
務
費
は
、
本
町
初
の
観
光
福
祉

型
温
泉
館
の
建
設
に
七
億
二
千
五
十
四
万
三
千
円
な
ど
十
二
億
三
千
八

百
九
万

一
千
円
で
、
前
年
に
比
べ

一
六

。
三
軒
、

一
億
八
千
七
百
四
十

一
万
六
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
年
よ
り
七
億
五
千
七
百
七
十
七
万
円
増
の
十

一
億
三
百
九

十
九
万
五
千
円
と
な

っ
た
教
育
費
は
、
平
成
七
年
度
開
校
を
目
標
に
建

築
が
す
す
め
ら
れ
る
統
合
小
学
校
建
築
に
七
億
四
千
九
百
七
十
七
万
五

千
円
な
ど
で
、
二

一
八

・
九
摯
「
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

多くの人出でにぎわう味 まつり会場

田楽にはたくさんの人集り

●   ●

●   ●

二
時
間
で
約
八
斗
の
新
酒
が
消
費

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
焼
き
肉
や
田
楽
、
駅

弁
、
だ
ご
汁
な
ど
自
慢
の
料
理
が

会
場
に
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
も

ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。高森阿蘇神社による巫女

９４
６７
費

１４
６０
４０
２７

，
７

，
２
励
埓
１
１

，
４ 江

色
順
本
田
澄
子
さ
ん

県
民
テ
レ
ビ
賞
を
受
賞

熊
本
県
身
体
障
害
者
歌
謡
祭
が

二
月
八
日
、
産
業
文
化
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

県
下
の
障
害
者
が
相
集

い
、
歌

を
通
じ
て
障
害
者
自
身
の
豊
か
な

情
操
を
養
い
、
障
害
者
福
祉
の
充

実

。
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

一
般
社
会
の
理
解
を
深
め
よ
う
と

県
身
障
者
福
祉
団
体
連
合
会
が
行

つ
た
も
の
で
す
。

審
査
は
、
「青
壮
年
の
部
」
と
「実

年
の
部
」
に
分
け
て
行
わ
れ
、
本

町
か
ら
は
上
色
見

・
洗
川
の
本
田

澄
子
さ
ん

（６３
）
が
出
場
。
熊
本

県
民
テ
レ
ビ
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

高森高校等進学等奨学
金 …………………… 524

町立小学校修繕料 395

統合小学校建築費
… ……… …・ - 74,978

奨学金 …… …… 304
小中学生国内国外研修
助成 …… ……………70

学校給食費 … ・9,204

広域消防負担金 9,139
小型動カボンプ購入

…………… ……………110

小学校管理費 ・4

中学校管理費・ 3

高森幼稚園就園奨
補助 …… ………

町体育協会補助 …

婦人会活動助成・

国際交流事業費 1

大阿蘇絵画展助成 180

町民体育祭 … … 150

消防団員報酬 … …998
軽四駆積載車・消防ポ
ンプ自動車購入 ・770

農業用ハ ウス設置補助
… … … ・ …………・……600

家畜衛生推進 事業補助
…………・ …………・  ・ 384

共同畜舎敷地内舗装
…・…………・………………500

林道舗装事業 ・ 1,000

奥阿蘇 キ ャンプ場整備
………・・……………・…4,050

間伐促進基盤整備事業
… …………・ ………・ ・606

町道改良舗装工事
・  ……………・ ・18,650

道路維持費 …… 4,278

主要作物種子代助成
…………・…………・………300

野菜生産機械化緊急対
策事業 … … … … 137

農業災害経営維持資金
利子補給 ………… 923
肉用牛保留奨励補助
………… ・ …… ・  … 173

受精卵移植事業補助
………・… …・・…・…110

農道 5割補助 … 3.400

旭A団地建設工事
………・ ・ … … 15,188

住宅管理費 …… 1,651

支出 (歳出)

6.5%

その他
350,495

417,638
.7%

総務 費

1,338,091

24.89ら

公債費

541,295

10.09ら (単位 :千円)

歳 出

土木費

573,323

10。 79ろ

教育費

1,103,995

20.5%
民生費

734,290

13.6%

4億 1,764万 円11億400万 円

2億 5,195万 円

5億 7,332万 円

5億 4,130万円

(10)

歌謡祭に出場された本田さん

(7)

平成 6年度の各会計別予算

ふるさとの味まつり
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新
年
度
予
算
な
ど

二
十
四
議
案
を
可
決

つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
周
知
徹
底

を
図
り
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

高
森
町
環
境
美
化
条
例
を

新
た
に
制
定

町
民
、
事
業
者
、
占
有
者
等
が

一
体
と
な

っ
て
、
空
き
缶
等
の
ご

み
の
散
乱
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
清
潔
で
美
し
い
町
づ
く
り
を

目
指
そ
う
と
、
高
森
町
環
境
美
化

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
道
路
や
河
川
、

公
園
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
み

だ
り
に
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
を
捨
て

て
は
な
ら
な
い
。
土
地
又
は
建
物

の
所
有
者
及
び
占
有
者
等
は
、
当

該
土
地
又
は
建
物
及
び
周
囲
を
清

●

潔
に
保

つ
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
料
水
の
自
動
販
売
機

設
置
事
業
者
は
、空
カ
ン
等
の
回
収

容
器
を
設
置
し
、
適
正
に
維
持
管

理
す
る
よ
う
、
町
が
勧
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
五
年
度

高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算
）

■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

■
高
森
町
奥
阿
蘇
物
産
館
等
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
環
境
美
化
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
職
員
の
勤
務
時
間

・
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
簡
易
水
道
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備

事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
の

一

部
負
担
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

（町
道
色
見
環
状
線
道
路
改
良

工
事
）

■
平
成
五
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
五
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
五
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町

一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
六
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
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六
年
度
第

一
回
定
例
町
議
会
は
、
二
月
十

一
Ｈ
か
ら
二
十
二
日

ま
で
十
二
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
五
十
二
億
九
千
万
円
の
平
成
六
年
度

一

般
会
計
予
算
や
特
別
会
計
十
七
億
六
千
六
百
六
十
八
万
三
千
円
の

予
算
が
決
ま
り
、
高
森
町
環
境
条
例
の
制
定
、
条
例
改
正
な
ど
二

十
四
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

辺
公
園
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で

す
。
水
に
関
す
る
歴
史
資
料
な
ど
　
３

を
提
示
し
、
水
の
大
切
さ
を
啓
蒙

す
る

「水
の
資
料
館
」
を
建
設
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
後
藤
仁
氏
を
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
佐
藤
徹
氏
は
、
平
成
六
年
五

月
十

一
日
を
も

つ
て
そ
の
任
期
が

満
了
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
に

よ
り
後
藤
仁
氏

（６２
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

後
藤
仁
氏
は
大
字
上
色
見
二
、

〇
四
二
番
地
。
昭
和
六
年
十

一
月

五
日
生
れ
。

簡
易
水
道
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正

町
簡
易
水
道
使
用
条
例
の

一
部

が
改
正
さ
れ
、
水
道
使
用
料
が
改

定
さ
れ
ま
す
。

六
月
分
の
徴
収
よ
り
変
わ
り
ま

す
。
料
金
改
定
の
詳
し
い
内
容
に

新
年
度
予
算
に
七
十
一億

五
千
六
百
万
円
を
計
上

平
成
六
年
度
の

一
般
会
計
予
算

に
五
十
二
億
九
千
万
円
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
に
十
七

億
六
千
六
百
六
十
八
万
三
千
円
が

新
し
く
決
ま
り
ま
し
た
。　
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
合
計
が
七
十

一

億
五
千
六
百
六
十
八
万
三
千
円
と

な
り
、
前
年
度
よ
り

一
〇

・
六
訂

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
の

お
も
な
使
い
み
ち
に
つ
い
て
は
、６
～

７
ぺ
―
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水
辺
整
備
事
業
を
六
年
度
に

繰
越
し
て
公
園
整
備

水
辺
整
備
事
業
な
ど

一
億
九
千

八
百
十
八
万
九
千
円
を
平
成
六
年

度
に
繰
越
し
て
事
業
を
推
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

水
辺
整
備
事
業
は
、
水
と
親
し

め
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
国

土
庁
が
創
設
し
た

「水
と
の
ふ
れ

あ
い
環
境
整
備
事
業
」
の
指
定
を

受
け
、
高
森
ト
ン
ネ
ル
周
辺
を
水

●   ●

24議案が審議された定例町議会

鬱

事業所名簿の整備をします
平成 6年事業所名簿整備調査を行いま

す。今回の調査は、事業所の新設や廃業、

事業の種類や従業者数などの異動状況を

簡易な方法で調査 して事業所の変動状況

を明 らかにするとともに、事業所名簿の

補正 。整備を行います。

☆調査の期 日

☆調査の対象

☆調査の方法

4月 20日 現在

事業所統計調査の対象 と

なるすべての民営の事業

所

調査員が直接伺います。 固定資産評価審査委員会

委員になられた後藤さん

一― 平成 6年 一―

全国交通
安全運動

目的

本運動は、県民一人ひ とりに交通

安全知識を普及 し、交通安全思想の

高揚を図るとともに、正 しい交通ル

ール と交通マナーの実践を習慣付け

ることにより、交通事故防止の徹底

を図ることを目的 とする。

期 間

+Fr6 +4 E 6 EE)rr6
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1.シー トベル トの着用の徹底

2.子 どもと高齢者の交通事故防止

3.高校生の自転車の正 しい乗 り方

の徹底

ミロ標
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平 成
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ご協力下さい


